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 　　　　　　　戦況が悪化していく頃の大村の写真だよ。(昭和16年～太平洋戦争）
  　　　　　　前の写真は、 昭和１３年頃、大村駅前の浜田屋旅館前で「満州出征兵士」見送りの写真。
        下は、昭和１６年頃、「海軍航空廠」開設式の写真だよ。軍需工場だね。
     　 その頃は、東洋一と言われるくらい大い工場で、大村市の人口も7万人と２倍近く増加したんだ。
　　　　　　　　（昭和19年の大村大空襲により、施設の大半が爆破焼失）（H)
　　　　※大村の人口増加により、昭和19年「三城国民学校」創立。昭和22年三城小学校となる。

　　　　　この頃の学園では、悪化する戦況に備えて「なぎなた」訓練、「防火」訓練、防空壕までの
　　　　「避難」訓練が多くなったんだよ。授業中、空襲による警戒警報が多発し、
そのたびに線路向こうの三城跡の防空壕まで、走って避難したそうなんだ。（H)

このような状況での学園生活、今の私達には想像できませんね！

でも体育の授業たのしそうだな～。(M)

　　      　昭和１６年～１９年頃には、本校生も、
　　          大村駅での「出征兵」見送りや
  　　　　　　　「遺骨帰還」の出迎えが多くなったんだ。
  　また、モンペ着用で「大村女子勤労挺身隊」として
　　勤労奉仕作業にも出向いたんだよ。（H)
　　　　　　次回はいよいよ終戦、そして学制改革です。

　  「大村女子職業学校」卒業生数（大正13年～昭和22年）　総計3,389名
　  ◎本　科（大13年～昭22年）1,574名  　◎教員養成科（昭2年～昭17年）259名
　  ◎師範科（大14年～昭17年）  926名  　◎高等師範科（昭2年～昭  9年）  25名
　  ◎専攻科（昭18年～昭22年）  471名  　◎家   政   科（昭4年～昭14年）134名

「エンブレム」は手作りですね。
部活動も盛んだったんですね！(M)

ところで　この写真は ？(M)

        これは！いつ頃の写真ですか ？(M)
  昭和１７年頃の
 「大村女子職業学校」だよ。（H)

　　　　　 激しい戦況下の学園です。　ここで「大村女子職業学校」に関する資料を紹介しよう。
　　　　　　　「校旗」と「胸章」、それに「エンブレム」、そして各科の「卒業生数」だよ。
  　　「エンブレム」はソフトボールやバレーボールの試合の時、ユニフォームに付けていたんだよ！（H)

※胸章と「エンブレム」は
　卒業生からの寄贈。
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